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            ＮＯ．１５２ 

                                  令和 元．５．１ 

 

 

 

あまっ子の学びを支えるために 
 

教育総合センター  

所 長  平山 直樹

 

今年度、教育総合センター所長を拝命いた

しました平山でございます。どうぞよろしく

お願いいたします。 

小学校・中学校・高等学校において、次期

学習指導要領の全面実施が迫ってまいりまし

た。（幼稚園は平成 30 年度から）各学校では、

移行期間中、新しい学習指導要領の趣旨に則

った教育課程の編成、新たに導入される教科

（活動）への準備や学校行事の見直し、授業

改善等様々な取組が進んでいることと思われ

ます。教育総合センターといたしましては、

引き続き、一人ひとりの子どもたちに「生き

る力」を育てるため、教職員の指導力向上を

目的とした研修や学校園の研究を支援する取

組を推進してまいります。 

さて、今年度の組織改正により、教育総合

センターの業務も大きく見直されました。 

研修では、キャリアステージに応じて策定

した体系図に基づく教職員研修に加え、今ま

で社会教育課が行ってきた学校図書や特別支

援の「ボランティア養成講座」、職員課が担っ

てきた「市政課題研修」の窓口も当課が担う

ため、「教職員の学び支援課」が「学び支援課」

と名称変更されました。また、プログラミン

グ教育等の情報教育や先進的研究に取り組む

とともに、「あまっ子ステップ・アップ調査」 

 

 

「全国学力・学習状況調査」等の分析・研究・ 

活用研修を行い、各学校にフィードバックし

ていきます。一方、今まで当課が担ってきた

「児童生徒文化充実支援事業」と、教育情報

システムや ICT 環境の整備に関しては学校教

育部へ移管することになりました。このよう

に、教育総合センターが、研修と研究に特化

することで、尼崎の教育のセンター的役割を

果たしていきたいと考えております。 

10 月には、この地「あまがさき・ひと咲き

プラザ」の中に、「子どもの育ち支援センター

（いくしあ）」「ユース交流センター（あまポ

ート）」がオープンし、このプラザ全体が、名

実ともに尼崎の子どもの学びと育ちを支援す

る総合センターとしてスタートします。教育

総合センターも、様々な分野で子どもたちの

学びを支える人々（機関）と連携し、変化が

激しいこの時代を主体的に生きていくあまっ

子を育てるための活動に取り組んでまいりま

す。 
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今年度、教育委員会事務局の組織改正により、社会

教育課、職員課の研修も担当することになり、教職員

の学び支援課から学び支援課と名称が変更されまし

た。 

業務は、「研修」と「調査・研究」です。 

「研修」：教育関係職員の研修 

「調査・研究」：全国学力・学習状況調査、あまっ子

ステップアップ調査の調査研究。研究助成。情報教

育機器の利用普及。社会教育課の研修、職員課の研

修。 

 

１ 研修担当 

 教育公務員特例法の一部が改正され、「校長及び教

員としての資質向上に関する指標」及び「教員研修計

画」を策定することが義務づけられました。 

小・中・特別支援学校の教員等に対する「資質向上

指標」は、兵庫県教育委員会が策定し、幼稚園・高等

学校の教員等に対しては、中核市である本市が策定し

ています。 

この「資質向上指標」に基づき、本市では、すべて

の校種を網羅した「教員研修体系図」を策定しました。

キャリア段階に応じた資質や能力の向上・育成が図れ

るよう、研修を計画的に実施するとともに、自主的に

研究に取り組む先生方の活動を支援していきます。 

【今年度一部見直した点】 

●いじめ予防研修を行います。 

●教科等研究会及び幼稚園教育研究会による研修を

教職員研修にまとめました。 

●リーダー養成研修を廃止し、職務研修にしました。 

（教務担当者研修・研究主任研修） 

 

（１）尼崎市が求める教員の素養 

 本市の基本方針である「一人ひとりを尊重し 互い

に支え合う心豊かなたくましい人づくりをめざす」の

実現のため、「求める教員の素養」として、①あふれ

る情熱と責任感 ②確かな授業力・指導力・専門性 ③

総合的な人間力 の３つを設定しています。 

 

（２）研修の重点化 

「資質向上指標」及び「教員研修体系図」の策定に

あたり、従来の研修を見直し、重点化した研修を計画

しています。また、体系的・組織的な研修を推進して

いきます。 

ここでは、重点化する主な研修を紹介します。 

「生徒指導担当者研修」については、校長・教育委

員会事務局職員対象の研修、生徒指導等担当者の研修、

校内研修（伝達研修）を行い、いじめ防止・危機管理

能力の向上を図っていきます。 

次に、新学習指導要領における研修です。特に「道

徳教育推進教師研修」については、連続研修として

複数回実施します。受講された先生方が中心となり、

各学校での道徳教育の推進を行ってほしいと思いま

す。 

さらに、管理職の大量退職に伴う新任管理職に向

けた研修の充実です。特に「新任教頭研修」につい

ては、実務を中心とした短時間での連続研修を実施

していきます。 

 

（３）講師謝金の支払いについて  

今年度より児童生徒文化充実支援事業の研修に

係る講師謝金の支払いは、学び支援課からの直費と

なりました。講師謝金支払いは、講師謝金申請書に

必要事項を記入し、研修実施１ヶ月前に学び支援課

へ送付ください。 

研修終了後、約１ヶ月後に講師指定口座に振り込

みいたします。 

（写真）教職員研修（初任者研修）の様子 

            （課長 太田 善久） 

 

２ 学び企画担当 

これまでから担当している所属の予算管理、文書

管理、施設維持管理に加え、今年度から職員課が担

当していた教育委員会事務局職員を対象とした職

員研修と社会教育課が担当していた社会教育主事

講習等社会教育主事の養成事業、学校図書ボランテ

ィア育成事業、特別支援ボランティア養成事業を担

当し、教育関係者の学びを支援します。 

 

３ 調査・研究担当 

 全国学力・学習状況調査 や あまっ子ステッ

プ・アップ調査の結果を分析し，学校や関係機関

と連携しながら，各学校で学力向上等の取り組み

に活用できる方法を研究します。また，教育の情

報化推進に向けて，学校でのＩＣＴ活用や，情報

モラル・情報セキュリティに関する教育を推進す

るとともに，それらに関する研修を実施します。 

☆☆☆ 教育総合センターの事業の概要 ☆☆☆ 
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（１）学力調査結果の分析 

 毎年，全国の小学校６年生・中学校３年生を対

象に実施されている全国学力・学習状況調査や，

平成３０年度より開始された あまっ子ステッ

プ・アップ調査の結果を関係機関と連携しながら

分析します。 

 また，ここで分析した結果を公表して終わりに

せず，各学校でどのように評価し改善するのか，

いわゆる学力向上のＰＤＣＡサイクルの一環と

して活用する方法を研究します。 

 
（２）研究部会の運営 

 当面する教育課題についてその実態を十分把

握し，実証的な研究を深め，教育実践に役立つ研

究成果を得て，「活用」に配意した本市教育の充

実を図るため，以下の研究部会を設けます。 

 

・ステップ・アップ活用調査研究部会 

（アクティブ・ラーニング学習モデル事業） 

・小学校国語科教育アクティブ・ラーニング部会 

・小学校算数科教育アクティブ・ラーニング部会 

・中学校情報教育研究部会 

・道徳教育研究部会 

 

（３）学校ホームページ関係 

 各学校園からのホームページ更新申請を受け

付け，確認・処理し，インターネットへの公開を

行うとともに，効果的な情報発信を推進します。

また，学校園のホームページ作成を支援します。 

 学校園が，ホームページにより情報発信をする

回数は，年々増加傾向にあり，今後も保護者や地

域と連携した教育活動の推進の一助となるよう

情報発信の支援をします。 

 

（４）教育の情報化・情報教育の推進 

 各学校におけるICT機器の活用を促進するなど，

教育の情報化を一層図っていきます。また，新学

習指導要領で「学習の基盤となる資質・能力」と

位置付けられた情報活用能力を育む情報教育を

推進していきます。そのために，次のような研修

を実施していきます。 

                        

・教育用コンピュータシステム管理担当者研修 

・小・中・特別支援学校初任者対象の情報教育研修 

・校務支援システム研修講座 

・情報モラル・セキュリティ研修講座 

・プログラミング教育研修講座 

                              

                           
 

・小・中・特別支援学校ＩＣＴ活用研修 

など  

 

（５）学びの先進研究サポート事業 

教員等で構成された自主研究グループに対して，

講師招聘に伴う報償費など研究の充実を図るため

の活動を支援していきます。 

また，昨年度に続き「先進地域への短期派遣研

修」の支援も行います。具体的には，派遣教員の希

望に応じ，先進的研究に取り組む学校園等において，

１週間程度の継続的な研修を行うための旅費を支

援するものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真）教育総合センターのコンピュータ研修室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真）ＩＣＴを活用した学習指導の様子 

（課長 桐山 勉） 

 

 

☆☆☆ 教育総合センターの事業の概要 ☆☆☆ 



※教職員の研修及び研究助成　　

※教育情報収集・整理・提供　※情報誌の発行

課 長 太田　善久 研修担当の総括、指導力パワーアップ事業、職務研修

中堅教諭等資質向上研修

【研修・・・算数、数学、社会、理科、図工】

指 導 主 事 松本　隆範 初任者研修（小・拠点）、３年次研修、指導教員、養護教諭研修

英語科の授業改善少人数グループ実践研修、生徒指導担当者研修

【研修…新任教頭研修（小）、外国語、養護教諭、国語、特別活動

指 導 主 事 小林誠一郎 初任者研修（中）、２年次研修、中学校全体教科研究会

道徳教育推進教師研修、特別支援教育関係、いじめ予防研修

【研修…新任教頭研修（中）、体育、音楽、技術、家庭、子ども理解

道徳教育研究部会】

事 務 員 西井　勝久　 ５年次・１５年次相当研修、高等学校関係、キャリア教育

異校園種交流、県立教育研修所関係

【研修・・・就学前教育、一般教養、人権教育、幼稚園研究会】

嘱 託 員 西川　嘉彦 相談役

嘱 託 員 尾崎　一郎 授業改善アドバイザー業務

嘱 託 員 木村　啓子 授業改善アドバイザー業務

嘱 託 員 中嶋　修一 授業改善アドバイザー業務

嘱 託 員  堀川夫美子　授業改善アドバイザー業務

嘱 託 員 平家　祐孝 授業改善アドバイザー業務

嘱 託 員 谷口　陽三 授業改善アドバイザー業務、教育情報誌の発行、学校相談

※教育総合センターの運営・計画調整　※教科書センターの管理

課 長 桐山　勉 学び企画担当、調査・研究担当の総括

係 長 保田　敬子

再 任 用 池内　猛 職員研修、予算・決算、庶務、教育総合センターの維持管理

嘱 託 員 松浦かおり 資料収集･提供、教科書センターの管理

調査・研究担当　℡６４９４－３１５５　（Fax６４９４－３１５１）

※学力調査（全国学テ／ステップ・アップ）結果の分析・活用　※研究部会の運営

※教育の情報化推進(ICT活用)　　

※情報教育推進

係 長 瀧本　晋作 ステップ・アップ調査 実施・分析、調査・研究担当の総括

学びの先進研究サポート事業（短期派遣研修支援）

指 導 主 事 藤井　俊史 全国学力・学習状況調査 実施・分析，中学校情報教育研究部会

中学校・特別支援学校 教育の情報化推進

中学校・特別支援学校 情報教育推進

指 導 主 事 森井　崇 小学校算数科アクティブ・ラーニング部会

小学校・特別支援学校 教育の情報化推進

小学校・特別支援学校 情報教育推進

主 事 甲斐　卓磨 学校園ホームページ全般、教育の情報化に係る調査

嘱 託 員 山下　陽一 教育の情報化・情報教育推進、学校相談

臨 時 職 員 山﨑　敏広 情報教育ネットワーク管理事務補助

臨 時 職 員 岡田　　綾 情報教育ネットワーク管理事務補助

係 長 福山　圭介 学びの先進研究サポート事業（自主研究グループ支援）

　　　　　　発　 行　  尼崎市立教育総合センター (尼崎市若王寺２丁目１８番３号)

  　　　　　発行者　　平山　直樹 

  　　　　　題　 字　　岡本　元興　（元尼崎市教育委員）

　　　阪急園田駅南側～百合学院　所要時間　約　３分

開館時間ご案内

　本市の北東部に位置し、最寄りの阪急園田駅から、約１．１Km

　

　　研究を深め、各学校園の取り組みやがんばりを紹介します。

　尼崎の学校園を応援する教育情報誌です。原稿執筆や写真、作品

☆『教育あまがさき』の発行

　　　ＪＲ尼崎駅北側～百合学院　所要時間　約１２分

・駐車場および駐輪場あり

・学びが、自信をもたらす

・学びが、明るさを生む

・学びある人が、周囲を照らす

　　教育総合センターには、たくさんの教育の専門書、研究紀要、

　学院前で下ります。

・学びが、自由をもたらす

　の距離にあり、徒歩で約１５分です。(受付：２階事務室)

・阪神バス（１１系統　阪急園田駅南側～ＪＲ尼崎駅北側）が北側

　道路（県道西宮豊中線）を概ね１時間に３本運行しており、百合

・学びとは、自分を広げること　　　　　　

・学びとは、自分の中に新しい意味が生まれる体験　　　　

　 開館時間ご案内 　　　　平日　午前９時～午後９時

　　お気軽にお越しください。

　最新の教育雑誌があります。また、いつでも相談できる研修担当、

　高い建物「ひと咲きタワー」に教育総合センターがあります。

　　教育総合センターで学びのスイッチを入れましょう。

　調査・研究担当指導主事、授業改善アドバイザーがいます。

☆教育総合センターの場所および交通アクセス

　　　《庁内メール便による貸出方法》

　１　教育総合センターホームページを開く。

　２　トップページにある【図書貸出リスト】をクリック。

　３　【教育情報コーナーmini図書リスト】をクリック。

　４　【開く】を選択して、エクセルファイルを表示する。

　５　【検索】ボタンを使い、目的に合った図書を検索する。

☆教育総合センターは、知の宝石箱！

　 「ひと咲きタワー」は、学びのタワー！

・学びとは、新しい世界との出会い

研修担当 　　℡６４９４－３１５５　（Fax６４９４－３１５１） 　mini』において図書の貸出をしています。

・先生方に利用していただきたい本や資料、雑誌等をたくさん整備

　しています。

・原則として、貸出は６冊２週間です。

 （庁内メール便による貸出は１回に２冊まで）

　８　自動でできる「資料貸出票」をメールに添付する。

学び企画担当課長　桐山　勉

学び企画担当 　　℡６４９４－３１５５　（Fax６４９４－３１５１）

社会教育主事、学校図書ボランティア、特別支援ボランティア、庶務

　教育総合センター 事務分掌表　　令和元年５月１日現在 教育情報コーナーのお知らせ

教育総合センター所長　平山　直樹 ☆教育情報コーナーminiのご案内

学び支援課長　太田　善久 　教育総合センターでは、ひと咲きタワー３階『教育情報コーナー

国語科教育アクティブ・ラーニング部会】

　提供にご協力ください。　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当　谷口）

　住所：尼崎市若王寺２丁目１８番３号

・「あまがさき・ひと咲きプラザ」（旧聖トマス大学跡）の最も

　６　希望の図書が決まったら【資料貸出票はこちら】をクリック。

　７　「貸出入力」画面に必要項目を入力して【決定】をクリック。

　９　ホームページに記載のメールアドレスに送信する。

　10　受付終了後、本を送付します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当　松浦）
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